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ると考えて差支えない｡ ケヤキが不合理な事実にも拘 らず腕木 として使用されているのは実はこの
点にある｡ 腕木 として一応考えられる樹種中,曲げ強度に於てケヤキに対応するものは潤葉樹には
かな りあるが,針葉樹には無 く,割裂抵抗に於ては針葉樹は勿論,潤葉樹に於てすら対応する樹種
を鋸 Hす事は難 しい程である｡勿論割裂抵抗のみ大きい柑種は例えば ミズキ､マメガキ､リンボク,
ツバキ等が挙げられるがこれ等は量的にも常識的にも腕木 として使用する事は考えられない｡






実 験 之 部
最初から撞木等大の材料を用い実験する事は甚だ無策 と思われたので,その第--･歩 として予報的
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Figl. 注 入 状 態
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Table2. 注 入状態 及 び注 人材 の容 積藁
ナ ラ



























































･1) Tablel 参 照
か くの如 く仕入処勤ル た材の樹脂注入率は次式に依って求め,各闇脂の注 入程度,処理 方法に よ
る佃嵐 樹種別の注 入の難易を調べたのであ るが,その結果は Table2,Fig･1に示す,J
W･J,-W
伸 し W :処理前の試片端丑
Wr:処理高楼 の訳片室輯‡二
次いで注入処理材 及び無処理材の数樺の細 宴を測定したのであ るが,/JiL二哩材に於て木材 L二両こ樹脂
か均等に中火を愛速 い :し､る事は難か しい と考 え吊 しろので,同一一意Ui'を両端 と中央 とに区分 して




圭 駈 結 果






を示 し, A,B,C,ほ前述の処理方法を表す｡) (Tablel参照)
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Fig.2. 曲 げ 試 駈
Pf'(A) Pb(8) Ph(C) U(A) U(C) 〃 (A)
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Fig3 I.i;･rl 裂 試 駈






































































PA(A-PA (8) PA(C) L/(A) /J(Cl 〃(A) 〃(C)
Fig4 衡 蝶 試 験






例えばスギに於て最大の注入率は 93･6.Oi を示し,ナラでは僻かに 9･6% しか注入されていな
い ｡ ブナに於てほ大体両者の中間で,40.190/を云しているo
次に各合成樹脂の濠透の難易であるが,本実験はこれを]凋 的 としていない｡紳こPhenolresin
は methanol溶液 として注入し,他の二者は水溶液 としたので,大体の傾向としてUrearesinが
最も厳 重の遅い様な結果を示したO抑 ニスギに対 してほ偶然的かも知れないが Urearesinは低き
注入率を示している○ この点については木材の化学的組成 との関係が存するのではないかとの推測
を有するものである｡)
いづれにしても,注入量が人きければ当然処理材の強度も叉 dimensionalstability も増 大する
ので,注入困難な樹種に於ては勿論,容易なる樹種に於ても紬 こ多く注入する事こそ粛要な問題で,こ
れを如何にせば解釈するかは,脚麦の上昇が合成樹脂に及ぼす影響を考えると共に木材の含水率等
の竹崎 は最適のものを取るとして,物理的 方法,例えば木材表面に何 らかの庇をつけて表面積を大
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用脂注入後 2酎周放置 し乾燥スケジュ ールに依って乾燥す るのであるが,この処理は比較的面倒
でこの点のみを捧り上げても多可埼胆が存す ると思 うが,筆 者等 は専門外である敢既往の研究及び
M･A.Millett, A.∫.Stamm の研究を参考 として本箕験の如 く行った｡
3. 強度
前述の如 くHjげ ,割裂,衝撃の各強度を中央 区 と両端区とに試 片を分け各′々無処理材のそれ と比
較 したのであるが,圧縮,勢断面強度は注入木材に於てほ相当上昇す る傾向があ り既往の研究に於
て多数発表 もされているので割愛 した｡以下測足せる各強度につ き考察を試みるO
(1) 裾ザ強度
Table-3Fig.2に示す如 く全般的に ブナ材 の強度増加は著 しく,各個脂,各部分共に 20-40%
の増加率を云 している｡注入量に応じて増加 してお り, Fig.1 の注入率を示す園 と見統べる時注
入華を更に増大する事に依 り裾 ず抑宴を増 大 し得 る可能性のあ ,?,事を感ずる｡
スギ材 も相当の増加率を示すものもあるれ fif･'.人二射 こ比例 して増大していないものがある｡例え
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抑′こ撞木等に使用する場/斜二は大きな欠点として現われる｡榊裂に際 し,織維間で分裂すか,細胞
膜自体が破壊すか,叉は雨着が同時に起るかのいづれかでお7)う｡ 勿論針珊封と澗三脚調とでは趣を
典にするであろ うが,棟本的には大二差はないと思 う ,J
合成酬 旨を注入した場合,制 帽が細胞膜に潜透すると考えるならば当然細胞膜自体も強化され,







木材の矧',I茄,を比率:;,h 杓 瞳 い性質の合成柏指でつめるのであるから,注入木材の衝撃吸収エネルギー
は低下すると予測 していたが,実験結果は佃当大巾な減少率を示 した｡串にナラ材に於て著 しく,
住人貴の少ない材にこの傾向の人なるは奇妙なるも, ナラ材の容積筑大なるより考えれば 空 隙 容
積は他の二樹種に比べ小なる事が言-,その空隙を合成榔指にて満たされた比率は案外に大きいと
も考えられるのであるO この衝撃吸収エネJL/辛-の低下の比率は大体注入率と比例 して い るが,






上欄銅剣宴,勢 断強度は注 入木柳 こ於ては共に非 常に増大す る事は既往の研究で明白であ り,且つ
腫木 としては前述の三強度に比べその軍要性は比率細 J小さい 故酢愛したがいづれ機会を見て試験 し
奔表する予定である｡)











1) 現在椀木 として使用されているケヤキに代るべきもの として他の樹種の注入木材のf紺｣を考
え,本冥 験は実用的且地 より椀 本の約 1左 の試月寸こて二円茄的 に行った ものであるC,
2) 闇樺はスギ ･ブナ ･ナラの三種を選び,武井の大きさは 4×4×35cm 'としたO狂 人せる合
成樹脂はフ.11ノ- JL榊 旨,尻素酬旨,ノくラ ミシ榔階を用い,前二者は住友化-_｢_利K･K･製接着剤,
僅者は当研究室にて調製 した｡ 各机指の濃度は 25リ,O'としたO
3) 圧入方法は Bethell法に依 り, Tablelに示す如 き剰隼で行った･｡江人後一点 の乾燥射 '-ド
で乾燥し,最後に 130c又は 10=Cにて樹指を軟化せ しめた｡
4う 注入処‡里した柚 こついで注入状態を弔卦 差に依 り調べ,注入条件,樹種並びに合成~酬 削 りの
注入程度を Table2Fig.1に示 した｡
5) 注入木材 と無処理材の曲げ ･割裂 ･酢 撃の各強度試験を行い,比軒軒 寸したのであるか,そ
の紺栗は箕測 値せ 実 々 Table3,4,5に,増加又は減少率を実 々 Fig･2,3,4に示 した0
6) 木材は合成梢指を注 入する事に依 り,椀木の施行時に受ける強度の内猿 も重要な曲げ及び割
裂強度は増強せ しめ得る折 衝粟に対 しては弱 くなる事が分った｡,7､ギ, ブナ, ナラ,の申,スキ
ほ素材の頻度が余 りに牡いので,証人/i-理 して も仰木 として必要な強度迄到底増華出来ないO ナラ
は注入困抑な為増強率をよ り高め得ず,ブナが最 も本 目 的 に摸 し易い と思 う｡本研究には ヒノキは
採用 しなかったが,素材の礁嫁,注入容易な事 よl)考えれば,ブ ケーと共 に有望なる,u樫 と考えるっ
7) 住人操作如何に依っては一層の増強 も妻等,_･I.めると-)封こ,実物 大の木材に対 して も増強は可能 と
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theresultsoftestswereshowninTable3,4,5,andFig.2,3,4. Bending-andsplit-
strengthoftreatedwoodsincreasedincomparisonwiththatofuntaeated woods,but
impacトstrengthdecreased.
Itseemstha日hetreatedbeechissuitable,butJapaneseCedarandoakwerenotfor
thepurposeofthisstudy.Because,thestrengthofuntreatedjapanececedaristooweak
tostrengthenuptothenecessaryforpurposeofcross-arm,anditisimpossibletosト
rengthenmorethanthisstrengthofoakforitsdifficultyinimprengnation.
However,JapanCypressWasnotusedinthisexperiment,butwethinkthatitispr0-
mlSlngOurpurposeaSlikeasbeechforitsstrengthofuntreatedmaterialanditseasein
impregnation.
BecausethedecreasingofimpacLstrengthisagl･eatWeakpointinpractialuseofthe
impregnatedwoods,wearestudying,atpresent,thesuitablechemicalstoincreasethe
impacLstrength.
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